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1.高精度編年研究計画の背景

縄文時代の年代観 は幾多の改良 を加え られなが らゆるやか に変わ って きたが,年代

観のよ りどころ とな って いる貝体的 な年代測定値 はさほど急増 して いるとは言 いが た

い｡ 縄文時代 と,それを土器形式の系統的 な分類 によ って区分 した草創期,早期,前

期, 中期,後期,晩期 とい う細か な時期 区分の編年 は,主 に貝塚の動物遺体や木炭 を

測定試料 と し, β線法 によ って測定 された放射性炭素年代債が よ りど ころにな って い

るが,土器形式 の時系列 に沿 った連続的変化 に対応 して与え られた年代値群 は稀 であ

る し,早期か ら前期-,前期か ら中期へ,あ るいは中期か ら後期へ とい ったよ うな時

期区分点が明確 に とらえ られた年代値群 などほとん どない とい って も差 し支え ない｡

すなわち,それぞれ個別の遺跡,個別の土器形式 に対 して与え られた年代億 を集約 し

た上で,それ らを統計的 に見た ときに得 られ るモー ドか ら判断 して土器 による時期 区

分の編年が なされて いると見 ることがで きる｡ このよ うな経緯 は,土器形式 の時系列

に沿 った変遷が よ くと らえ られ る遺跡で も放射性炭素年代測定 にか な う試料 に恵 まれ

ない場合や,それ とは逆 に,員塚 のよ うに測定 にかな う試料 は豊富であ るのにそれ に

対応す る詳細 な土器形式の変化が詳細 にと らえ に くい場合が多 い とい う体験か ら容易

に理解 され ることである｡

このよ うな中で,近年,縄文 時代を主体 とす る規模 の大 きい遺跡発掘調査が各地 で

行われ るよ うにな り,土器形式 の時系列 に沿 った連続的変化が と らえ うる遺跡が しば

しば見 出され, これ まで β線法で は試料が少 なす ぎて測定がか なわなか った炭片 など

固形炭素を連続的 に得 る ことがで きる場合が多 くな って きた｡ また,た とえ測定試料

は微量 であ って も,単 ない し2 ･3形式 に限定で きる土器 に付着す る固形炭素を得 る

ことはさほど難 しくはな くな って きてお り,大勢で はないに して も,そ うした微量 な

ものに も考古学的興味が注がれ るよ うにな って きた｡幸運 に も, こうした状況 と,第

2世代 の タンデ トロンを導入 し放射性炭素年代の高精度化および正確度 向上 を図ろ う

とす る計画 は,縄文時代の高精度編年を達成す るためには結合性が高 く,そ うした結

合が縄文時代 の文化 ･社会あるいは環境 とのかかわ りを解明す る上で実 り多 い画期 を

形成す ることは容易 に予測 され る｡

筆者が所属す る国立歴史民俗博物館では, このよ うな趨勢 に対応すべ く,縄文時代

高精度編年研究を画策 し,その準備 を進 めて いるところである｡ ここで は, なぜその

よ うな研究を画策す るにいた ったか,そ して どのよ うな視 点に立 って押 し進 めよ うと

して いるかを簡単 に紹介 してお きたい｡
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2. いま, なぜ縄文時代か

近年の規模の大 きい縄文時代の遺跡発掘調査, た とえば青森県の三内丸山遺跡 など

では,集落が大 きい こと,住居だけでな く居住 にかかわ るさまざまな施設 ･装置が認

め られ ること,原始生活の例え に もされ る狩猟 ･採集 とい った単純 な生業活動を営ん

でいたわけではな く,環境 と密接 なかかわ りを もちなが ら垂構造的 な資源利用体系を

もって いた らしい ことなど,かって少数の研究者 によ って唱え られて いた縄文時代像

が急速 にはっきりして きた｡ このよ うな勢 いか ら,農耕やや文明論 にまで議論が発展

して いることはいいと して も,重要 なキーワー ドとな って いる環境 とのかかわ り,あ

るいは生態系の中での位置づけとい った問題 につ いて は,それ 自身が 目立 ちに くいだ

けに議論の対象 にされ ることが少 ない｡ このよ うな問題 にとり組むためには,異 なる

地形空間を連続一体の もの と して とらえ,空間構造を復元す るとい う, いわば時間空

間的広が りを復元す るための層序 ･編年が不可欠であることは言 うまで もない｡ つま

り,遺跡 の中だけの問題ではな く,遺跡 と遺跡 を とりまいて いる広大 な空間が問題 と

なる｡

縄文文化が何を形成要因 としたか, どのよ うに孝明期を迎え,展開 してい ったのか

など,文化を動的 にとらえよ うとす るには,すでに述べたよ うな縄文文化の多様 な内

容を考慮 に入れれば,ひ とり縄文土器の編年 に明け暮れ るだけではその 目的 を果たせ

ないのは明 らかである｡

いま, なぜ縄文時代 なのか,それは,実は知 らなか った ことがあま りに も多 く,人

間社会や活動 の内容を とらえなおきなければな らない元年 をよ うや く迎えた ところに

ある｡ その主軸的 な役割を果たそ うと しているのか,時間空間を連続的 につ なぎあわ

せ るタンデ トロン高精度編年であると言え る｡

3.文化史編年 と環境史編年

縄文時代を通 しての環境史を巨視的 に見てみ ると,少 な くとも日本列 島のほとん ど

の平野部について言えば,急速 な海進の時代 とその後の海退の時代 に大 きく2分す る

ことがで きる｡ もちろん,隆起が著 しいところ とそ うでないところとでは相対的 な違

いはある｡ このよ うな環境史に対 して,縄文文化 はどのよ うに対応 し,位置づ けるこ

とがで きるのか｡ この間麿 も,結局の ところ,詳細 な層序 ･編年 に立ち戻 らざるを得

ない｡

地形 ･地質 にあ らわれ る現象や古環境解析 によ って描 き出された環境史に もとづい

て区分 された更新世か ら完新世,および最終氷期か ら後氷期への移行 に対 して, 旧石

器時代か ら縄文時代-の移行 はどのよ うに位置づ け られ るのか ｡ 山岳地帯での据炭層

か ら描 き出された花粉化石群の急激な変動 とそれ に付 された放射性炭素年代,あるい

は平野下 に認め られ る完新世基底疎層 と関連す る泥炭層の放射性炭素年代,それ らに

対 して,陸上域の と くに風成層で確認 され る旧石器包含層か ら縄文土器包含層への移

行｡ これ らを どのよ うに体系づ けることがで きるのか｡ 日本列 島のよ うに火 山活動が

活発でテ フラが多 い地域では, テフラと放射性炭素年代測定が密接 な関係 を もっ こと
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によ って異相空間をっ な ぎあわせ ることが ある程度可能である｡その意味では,縄文

時代 にも活発 な活動を した火山体 を もち,縄文土器編年が古 くか らなされて きた関東

地方,中部地方,東北地方,北海道の主だ った火 山体の活動史 あるいはテフラ層序 ･

編年 を確立す ることは,文化史編年 と環境史編年を対応 させ る早道である｡

縄文土器,テ フラ,放射性炭素年代 との関係が最近 は っきりして きた事例をひとっ

見てお こう｡ 東北地方北部 における縄文前期の円筒下層式土器 と十和 田火山を給源 と

す る To-Cuテフラ,および放射性炭素年代 との関係である｡ 三 内丸山遺跡ではこれ ら

の関係が ほぼ明瞭にとらえ られてお り, 円筒下層式土器は To-Cuの上位であること,

AMS年代が土器包含層 とテフラともにほぼ5000年前であることが分か って きた｡ こ

れまでの縄文前期の年代観が多少 とも新 しくなる｡ ただ, この ことか ら直ちに三 内丸

山遺跡 は縄文海進の ピーク後の海退期 に栄えた と言 い切 る議論が根拠 もな くあとを絶

たない｡前の項で も述べたよ うに,陸 と海の状況が どうであるのか,つ ま り異相空間

をっ な ぎあわせ,生態系の中でそれぞれを位置づ けるとい う, もっともネ ックになる

作業を しないと,結局 は縄文文化の内容,縄文時代の歴史性 を解明す ることにはな ら

ない｡

4.縄文時代高精度編年 に向けて

以上述べて きたよ うに,縄文時代高精度編年 とは縄文土器高精度編年のみを目指 し

て いるのではな く,縄文 土器を残 した人間社会の様相をさまざまな環境要素 によ って

かたちづ くられた生態系の中に高精度でよ り正確 に位置づ けよ うと している｡幸 いに

ち,三 内丸山遺跡で は, 中央の盛土場 において も台地斜面 において も, あるいは谷底

において も,縄文前期か ら中期 にわた って連続性 のある遺物包含層が認め られ,おび

ただ しい炭片群が ほとん ど連続的 に見出され る｡ 平野部で もボー リング調査計画 も進

め られっっある｡ さ らに興味深 い ことは,人間活動が大 々的 にはかかわ らなか ったと

見 られ る八甲田山には少 な くとも過去 12,000年間の連続的 な泥炭層の堆積が認め ら

れ, これまでの縄文時代研究 とは違 った巨大空間を対象 に した生態系動態を復元で き

る可能性が高い｡ このよ うな遺跡 に しぼ りこんだ縄文時代高精度編年研究を積み上げ

ることが,当面の研究計画 に盛 り込 まれ るはずである｡

国立歴史民俗博物館では,高精度編年を押 し進めてい く上で もっともネ ックとされ

る年代測定試料調整を画策 しているが,それ には,試料調整設備や技術的問題の克服

が あることは言 うまで もな く,名古屋大学を中核 とす る支援 システムの構築 を図 らな

ければな らないだろ う｡
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NationalMuseum of JapaneseHistoryhasaplanofcooperativestudy on

high-prec礼sion L4cdatingandchronologyofJomonPeriodusingsecondAMS

乱tNagoyaUniversity.We intend toreconstructa palaeoecosystem basedon

continuoushigh-precision datings to the Jomon pottery sequenceand on

detailstratigraphyand palaeogeography inand around thearchaeological

sites.
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